
630統計の実施方法が、2017年から 
何の予告もなく激変した。 

•毎年6月30日付で各病院から都道府県が集めていた630統

計の実施方法が、2017年から何の予告もなく激変した。 

•これまでは病院ごとに集計された票が提出されていたが、

2017年からは、エクセルファイルになり、患者一人一人に通

し番号を付けて、性別・年齢・病名・入院形態・入院年月・隔

離拘束の指示の有無・住所地の一覧表を提出する形に。 
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2017年以降の調査票１ 
施設の概要について

当該病院情報

厚生局届出の医療機関番号 都道府県 市区町村

-

医療機関コードを入力してください 市区町村を入力してください

項目 回答

応急入院の指定病院の有無

同一法人・関連法人等での設置施設 回答 回答

医療機関（訪問看護ステーションを含む）・介護保険事業所：10ケタコード 障害福祉事業所：10ケタコード

精神病床の病棟数
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2017年以降の調査票４ 
施設の概要について

当該病院情報

厚生局届

出の医療

機関番号

都道府県 市区町村

0 - 0

保護室

および

施錠可

能個室

数

常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

合計 0 0 0 0

常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

許可

精神病床

数

保険届出の

精神病床数

措置入

院の

指定病

床数

届出入

院料

うち、特定医師

数

精神科でない

医師数
薬剤師 看護職員 PT OT PSW 心理技術者

開放区

分
入院患者数

うち、ト

イレが

ついて

いる個

室数

うち、カ

メラがつ

いてい

る個室

数

精神科医師数 うち、指定医数

公衆電

話

の数

25 



2017年以降の調査票５ 
平成29年6月30日0時時点の在院患者

当該病院情報

都道府県
市区町

村

都道

府県

市区

町村

所在地

と

住所地

住所地

厚生局届出の医療機関番号

性別 主診断

入院年月

(YYYY/M

M)

入院

形態

隔離指

示有無

拘束指

示有無
病棟 患者シリアル番号 病棟入院料 年齢
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平成28年6月に医療保護入院した患者

当該病院情報
都道府

県

市区町

村

厚生局届出の医療機関

番号

患者シリ

アル番号
年代 性別

地域援

助事業

者参加

退院年

月

(YYYY/

MM)

入院継

続中の場

合は入院

形態

退院

有無
主診断 同意者

当初の入院

計画での予

測入院月数

退院支援

委員会の

実施回数

患者本人の

退院支援委

員会への参

加機会

家族参

加

2017年以降の調査票６ 
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各地の取り組み 

情報公開請求の結果は、東京都と埼玉県は患者一覧表を省いて開
示、長野県は患者一覧表は全公開だが、病院名、病床数、病院・患
者の住所地が非開示で、どこの病院かわからない、青森県は、ごく一
部を除いてほとんど黒塗りであった。 

 

集計したものを開示してほしい要望しても、東京都も埼玉県も独自で
病院ごとの集計はしないといっている。 

 

一方兵庫県、神戸市では、兵庫精神医療人権センターとの交渉の結
果、これまで通りの形に集計したデータを開示している。 
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東京都独自データの積み重ねが途切れる 
 

また、調査票を国立精神保健研究所のホームページからダウンロー

ドする方法に変えたため、都道府県が調査項目を加えることができ

なくなった。たとえば東京都独自の「費目別患者数」の表は、前年の

6月30日から1年間の入退院数がわかり（平均在院日数が算出でき

る）、軽快・未治・転院・死亡など退院の内訳が分かり、社保・国保・

生活保護など費目がわかる優れたデータだったが、2016年を最後に

蓄積が途切れてしまった。 
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2016年6.30調査票（以下調査票は陽和病院のもの）   
個票1-ｱ精神科病院の施設・従事者の状況 
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2016年6.30調査票  
個票1-ｲ一般精神病棟、専門病棟の状況 

都 
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2016年6.30調査票 個票2～4 各精神病棟の状況 
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2016年6.30調査票 個票7 精神科病院の精神科ﾃﾞｲｹｱ等の状況  
（黄色く塗った部分が新630ではなくなった） 
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2016年6.30調査票 個票10 精神科病院在院患者の処遇 
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2016年6.30調査票 個票11-ｱ 精神科病院在院患者の状況（病名別年齢別患者数） 
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2016年6.30調査票 個票11-ｲ 精神科病院在院患者の状況（病名別形態別患者数） 
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2016年6.30調査票 個票11-ｳ 費目別患者数 都 

38 



2016年6.30調査票 個票11-ｴ 病名別患者数） 都 
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2016年6.30調査票 個票12-ｱ 在院期間・年齢別の在院患者数 
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2016年6.30調査票 個票12-ｲ 費目別在院期間別の在院患者数 都 
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2016年6.30調査票 個票12-ｳ 住所地別患者数 都→新630 
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2016年6.30調査票 個票13 精神科病院の外来入院状況 
入院状況については、医療保護入院しか分からなくなり、転帰はなくなった 
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2016年6.30調査票 個票14-ｱ 精神科病院平成27年6月入院患者の状況 
 
医療保護入院しか分からなくなった 
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2016年6.30調査票 個票14-ｱ 精神科病院平成27年6月入院患者の状況 
 
医療保護入院しか分からなくなった 
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2016年6.30調査票 個票16 平成28年6月退院患者の状況 
 
昨年6月入院、当年6月退院の医療保護入院者しか分からなくなり、転帰はなくなった 
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2016年6.30調査票 追加１ 医療保護入院に関する調査 
 
やはり転帰はなくなった 
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•以上のように、旧630の黄色く塗った項目は新630では調査しなくなっ

た。 

•今後新630のこれまで通りの情報公開がなされても、外来、任意入

院の個別開放処遇、退院患者の転帰など、重要なデータがなくなっ

ている。 

• まして、都 印のついた東京都独自調査は、平均在院日数、費目別

や病名別の動態、院内死亡の率などがわかる貴重なデータで、しか

も国の630調査以前からの蓄積、歴史がある。 

48 



•統計は市民のものであり、まして長い間市民に開示され、分析され、

患者・家族を含む人々に利用されてきた経過や蓄積を無視して、事

前の話し合いもなく、このように変えてしまうというのは、行政の市民

への態度として暴挙である。 

 

•日本精神科病院協会の山崎學会長は、2018年8月21日付毎日新聞

の「50年入院1,773人」の記事をきっかけに、630調査についての声

明文を出しており、自治体が情報公開の応じるなら、630調査に協力

しないことも検討すると脅しともとれる発言をしている。 
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こういう比較もできなくなってしまう・・・ 
    平均在院日数 新旧比較 
2016年平均在院日数ベスト

病院名
平均在院
日数

1 成仁病院 34

2 国立精神・神経医療研究センター病院 57

3 晴和病院 62

4 多摩あおば病院 73

5 大泉病院 80

6 陽和病院 105

7 成増厚生病院 117

8 東京都立松沢病院 130

9 烏山病院 131

10 吉祥寺病院 137

都平均 217

1989年平均在院日数ベスト

病院名
平均在院
日数

1 丘の上病院 115

2 南晴病院 186

3 長谷川病院 212

4 富士病院 236

5 西ヶ原病院 236

6 東京都立松沢病院 250

7 烏山病院 281

8 久留米ヶ丘病院 286

9 芳野病院 287

10 晴和病院 292

都平均 403
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区市町村別入院先（練馬区の場合）  旧630都にあった

住所別調査は新630に入ったので個別病院ごとに出せるはずだが・・・     
 No.                            病院名 

１単科 
２総合 
３老人 

 

 病院所在 
 区市町村 

  ２０１６年６月 
入院患者数          
               

３０日現在 
 うち1年以上 
 入院者数 

2 東京医科歯科大学付属病院 2 千代田区 1 0 
3 東京大学付属病院 2 文京区 1 0 
5 自衛隊中央病院 2 世田谷区 1 0 
6 国立国際医療研究センター病院 2 新宿区 3 0 
8 八王子医療刑務所病院 2 八王子市 1 0 
9 国立精神・神経医療研究センター病院 1 小平市 4 0 
12 東京都立小児医療総合センター 2 府中市 9 0 
13 東京都立松沢病院 1 世田谷区 15 3 
16 豊島病院 2 板橋区 4 0 
17 東京都健康長寿医療センター 2 板橋区 7 0 
22 烏山病院 1 世田谷区 8 2 
23 東京武蔵野病院 1 板橋区 99 36 
24 成増厚生病院 1 板橋区 24 9 
25 慈雲堂病院 1 練馬区 152 93 
26 大泉病院 1 練馬区 68 17 
27 陽和病院 1 練馬区 141 32 
28 大内病院 1 足立区 2 1 
29 高月病院 1 八王子市 8 6 
31 平川病院 1 八王子市 2 1 
32 恩方病院 1 八王子市 5 4 
33 東京高尾病院 1 八王子市 8 7 
34 駒木野病院 1 八王子市 4 1 
35 国家公務員共済立川病院 2 立川市 2 0 
36 井の頭病院 1 三鷹市 38 12 
37 東京海道病院 1 青梅市 10 8 
39 斉藤病院 1 府中市 3 3 
40 根岸病院 1 府中市 3 2 
41 吉祥寺病院 1 調布市 8 1 
42 小金井病院 1 小金井市 8 6 
43 長谷川病院 1 三鷹市 19 5 
44 多摩済生病院 1 小平市 3 3 
45 三恵病院 1 東村山市 5 3 
46 薫風会山田病院 1 西東京市 16 8 
49 東京都教職員互助会三楽病院 2 千代田区 1 0 
51 東京医科大学病院 2 新宿区 2 0 
53 晴和病院 1 新宿区 3 1 
54 東京女子医科大学病院 2 新宿区 1 0 
57 土田病院 1 台東区 1 1 
66 富士病院 1 北区 1 1 
67 愛誠病院 1 板橋区 6 5 
68 帝京大学医学部付属病院 2 板橋区 1 0 

69 日本大学医学部付属板橋病院 2 板橋区 5 1 

70 飯沼病院 1 板橋区 16 8 

71 綾瀬病院 1 足立区 5 5 

72 東京足立病院 1 足立区 6 5 

73 大石記念病院 1 足立区 1 0 

77 上川病院 3 八王子市 2 1 

78 西八王子病院 1 八王子市 3 3 

79 北野台病院 1 八王子市 1 1 

80 協和病院 1 八王子市 6 6 

82 滝山病院 1 八王子市 8 7 

84 高尾厚生病院 3 八王子市 2 2 

85 聖パウロ病院 3 八王子市 3 1 

86 永生病院 3 八王子市 1 1 

87 八王子恵愛病院 1 八王子市 1 1 

88 やさか記念病院 1 小平市 2 2 

90 青梅成木台病院 1 青梅市 8 7 

92 成木長生病院 1 青梅市 7 5 

93 東京青梅病院 1 青梅市 9 8 

94 青梅慶友病院 3 青梅市 10 8 

96 鈴木慈光病院 1 青梅市 2 1 

97 研精会山田病院 1 調布市 2 2 

98 青木病院 1 調布市 2 1 

99 飛鳥病院 1 町田市 1 1 

100 山崎病院 1 清瀬市 4 2 

101 こころのホスピタル町田 1 町田市 4 4 

104 鶴川サナトリウム 3 町田市 1 1 

105 鶴が丘ガーデンホスピタル 1 町田市 2 2 

106 鶴川さくら病院 1 町田市 1 1 

108 武蔵野中央病院 1 小金井市 5 2 

109 七生病院 1 日野市 3 2 

110 多摩あおば病院 1 東村山市 1 0 

111 逸見病院 1 東村山市 2 1 

113 清瀬富士見病院 1 清瀬市 3 3 

115 久留米ヶ丘病院 1 東久留米市 9 5 

116 多摩中央病院 1 多摩市 2 1 

117 稲城台病院 1 稲城市 2 2 

119 日の出ヶ丘病院 1 日の出町 1 1 

124 成仁病院 1 足立区 2 0 

126 八王子北部病院 3 八王子市 4 3 

合計 847 378 

○長期入院の方で、病院住所になっている方も含みます 

○１単科は単科精神科病院、２総合は総合病院、3老人は入院患者数の70％以上が  

65歳以上、かつF0(ICD-10)比率が50％以上の精神科病院を指す。  
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• 630調査の情報公開の運動を続ける。 

•あの手この手で東京都に対して、今までと同様の集計情

報を出すよう働きかける。 

•精神科病院の実態を明らかにし、多すぎる精神科病床を減らす

ためにどのようなデータが必要とされるか、利用者とともに討論

してゆく。 

 

今後へのよびかけ 
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